Studies of Sl/Sld←→+/+mouse aggregation chimaeras.I.Different distribution patterns between melanocytes and mast cells in the skin. by ナカヤマ, ヒロキ & 中山, 広樹
Osaka University
Title
Studies of Sl/Sld←→+/+mouse aggregation
chimaeras.I.Different distribution patterns between

















なか やま ひろ き
中 山 広 樹
医学博士
第 909 1 号
平成 2 年 3 月 24 日
医学研究科病理系専攻
学位規則第 5 条第 1 項該当
Studies of SI/Sl d•• +/+mouse aggregation chi maeras. 
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真皮では Sf/Sf! d ~十/十キメラの二つの成分が細かく混合しているため，真皮を移動中のメラノプ
ラストとマスト細胞は，均一に分布している+/+由来の真皮中区、葉細胞に支持されてほぼ正常に増殖し
分化する。と乙ろが，メラノサイトが表皮に侵入し定着する段階になると，表皮ではキメラの両成分が縞
模様に相当する大きなノマッチを形成しているために，微小環境に異常のある Sf/Sfd 由来の表皮細胞のパ
ッチ部分でメラノサイトの増殖・分化が起乙らず，メラノサイトが欠損して白い縞模様を形成する。
乙の仮説は電気泳動的に区別される酵素 (PGK)の多型をマーカーに用いて Sf/Sfd~+/+キメラの
表皮と真皮の細胞の構成を調べる乙とで確認された。
論文の審査結果の要旨
Sf/Sfd マウスは細胞の増殖・分化を支持する微小環境の異常の結果，重度の貧血及びメラノサイト
・マスト細胞・生殖細胞の欠損という症状を示す。乙の欠損する細胞のうち，共に皮膚内で分化を完了す
るメラノサイトとマスト細胞について，その増殖・分化を支持する皮膚の微小環境が共通か否かを
Sf/Sfd JØSと+/+圧の凝集で得られるキメラマウスを解析する乙とによって検討した。その結果，
Sf/Sf d←→+/+キメラは部分的lとメラノサイトを欠損し白色の横縞を持つ被毛パヲーンを示し九乙の事実
は，毛嚢内のメラノサイトの分化を支持する微小環境が横縞状のクローナルなノ"::'";1 チを形成している乙と
を示している。もし皮膚においてメラノサイトの分布を規定する微小環境構成細胞が同時にマスト細胞の
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分布も支配しているとすれば，メラノサイトを欠損する白色部ではマスト細胞も欠損するはずである。キ
メラの成獣と新生仔の両方で調べた結果，真皮のマスト細胞はほぼ一様な分布を示し，皮膚の有色部と白
色部のマスト細胞の密度に有意差は認められなかった。さらに新生仔の皮膚を詳細に検討したと乙ろ，真
皮に残存するメラノサイトの分布は有色部と白色部で差がなかった。乙の分布パターンの違いは外匪葉由
来の表皮細胞と中座葉由来の真皮結合織細胞の分布の違いを反映するものと考えられたため，電気泳動的
に区別可能な酵素の多型をマーカーにしてキメラの皮膚を構成する細胞の分布を調べた。その結果，キメ
ラの白色部の表皮は殆ど Sf/Sfd細胞で構成され，有色部の表皮は殆ど+/+細胞で構成されていたの
に対し，真皮の細胞はどの部位をとっても両方の細胞がほぼ均一に存在していた。
乙の乙とから Sf/Spd +-++/十キメラの白色の横績は表皮細胞の分布を反映していることが示された。
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